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V17a VERA観測システムの現状と光結合ＶＬＢＩ網の利用計画
○川口則幸 (国立天文台)、小林秀行 (国立天文台)、空　佳澄 (鹿児島大学)、他VERA観測チーム

ＶＥＲＡ観測システムは毎年性能向上の努力がなされている。今年度は、４３GHｚ帯の受信機雑音温度の改
善がＶＥＲＡ全４局について実施され、フィドーム損失の改善が水沢局で行われた。受信機雑音温度は、これま
で１５０Kから２００Kであったが、MMIC増幅器の導入により約９０Kとほぼ２分の１に低減することに成
功した。また、４３GHｚ帯で１．３ｄ Bであったフィドーム損失も０．７ｄＢになった。フィドーム損失は、
更に性能向上を図っており、４３GHｚ帯で０．４ｄ B以下に抑える見通しが得られている。また、雨天での観
測性能維持のために、フィドーム膜上に撥水塗装を実施することも検討している。
今回の講演では VERA観測システムの改良の状況と現状を報告し、最終的な感度見積もりを与える。臼田６
４ｍ、つくば３２ｍ、野辺山４５ｍ望遠鏡は、現在光結合ＶＬＢＩ観測ネットワークで結合されている。この光
ネットワークを利用して、より高度のVERA観測が行えるようにする計画も進められている。そこで、この光結
合ネットワークの利用計画についても述べ、将来の国内ＶＬＢＩ観測網におけるＶＥＲＡの果たす役割について
も言及する。


